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フランス第二帝制下の対日外交政策 : 日仏修好通
商条約の締結をめぐって



































































































(1858 年)、北京条約 (1860 年)をへて、清国は天津などの開港を追認し、公使の北京駐在をも




とえばヴァレフスキ (Wa1ewski) 外相が 1855 年 11 月の時点で中国の海岸全域に出入りできるよ
うになることを望むとする発言をしたが (20)、サイゴンやカンボジアへの進出は、こうした帝制
当局の願望に合致するといえる。




年)をむすび、イギリスと共同でアロー戦争 (1856 ~ 60 年)をへて北京を占領し中国での是場




















第 2 章 帝制外交の基本的動向:皇帝政府と対日接近




そこで重要な役割を演じたのは外国宣教会 (Sociétédes Missions étrangとres) である。同会は 1663
年に創立されたカトリック系布教団体で、 1830 年以降はマカオ駐留海軍と協力して布教活動を
展開した (23)。第二帝制期にはいると、皇帝ナポレオン 3 世に接近し、直接的に要望を伝えるな
どして、遅くとも 1855 年までにはインドシナ布教の強化にのりだしたとみられる (24) 。
日本には、 1840 年代にはいるころからフランス船の来航が増えた (1842 年の南京条約により
上海に租界) 0 1844 年 4 月(天保 15 年 3 月)には仏艦アルクメーヌ号 (Alcmène) が琉球に来航
してきたし、 2 年後(弘化 3 年)の 7 月にはセシユ(Jean-Baptiste Cecille) ひきいるインドシナ
艦隊が長崎に来航し、フランス人がはじめて日本本土を訪れることとなった。こうしたなか、外
国宣教会は 1854 年 8 月(その年 3 月に日米和親条約締結)には「今こそ日本開国のとき」だと
して日本進出を帝国政府に要望し、ナポレオン 3 世もまた外国宣教会の活動をささえた。 1855










は条約締結後にも変更されることなく、 1859 年 6 月 8 日付の外相訓令書により、駐日外交代表













第 2 節 オランダとの協力関係
ドゥルワン・ド・リュイス (Drouynde Lhuys) 外相は、アメリカによる対日条約交渉のうごき
に関する報に接すると、在中国の外交代表に対してすぐさま日本との条約締結に着手するよう指
示をくだし (1854 年 3 月 6 日付外相書簡) (30)、クリミア開戦直後にも「通商と友好の関係」を








はたした」ことが報告された (33) 0 1857 年 2 月には、オランダ王宮でのウイレム 3 世との会談内
容が報告されるが、それは同王が日本との条約交渉に力をいれていること、ならびにナポレオン
3 世に対して対日交渉にかかわる情報を提供する用意がある旨を表明したという内容である (34) 。
これに対するフランス外務省の対応はすばやく、その 2 週間後には、ナポレオン 3 世がウイレム
3 世の意向に「ことのほか感銘をうけ」、日蘭交渉の詳細な記録文書を要望した(35)。長崎のオラ















ラ (Delprat) なるフランス商人が、外務省政治局南欧課長 (sous-directeur du Midi)フォジ、エー





































すよう指示された (45)。さらに 1858 年 3 月には、贈物選定に際して「まずもって友好的な性格J



















第 3 章 日本との条約交渉
第 1 節条約交渉の争点
1858 年 9 月 6 日に上海を出帆したグロ男爵を全権外交代表とするフランス外交使節一行は、
同月 13 日に下回に到着し、そののち江戸に移動して幕府側との交渉を開始する。交渉は、 9 月






































とになった。そして、 10 月 2 日の会談において日本側がオランダ語版 4 通、和版 2 通を用意し、






























翻訳されてから幕府側に示された。事情は、 1855 年 5 月のフランス軍艦来航の際も同様で、あっ
た (63)。幕府側には、オランダとの通商関係が従来から存在したために、オランダ語通訳の人材
が多かったから、こうした経緯はよく理解できる。通訳養成所として幕府には洋学所があり、こ

















して <<Empereur du J apom>、すなわち「日本皇帝」の呼称をもちいるのに対して、蘭語正文は「日
本大君 Taikoen van JapanJ、日本語正文は í( 日本)大君」となっている。また、フランスが参考




































本稿は、平成 25 ~ 27 年度科学研究費補助金・基盤研究 (8) I異文化交流と近代外交の変容
旧外交から新外交へー J (課題番号 25285055 研究代表者.桑名映子)による研究成果の一部で
ある。
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(54) 三谷 (2003) 、 261 ~ 262 頁。
(55) Procとs-verbalde la 4e séanω加 conférencestenues ?Yedo, le 1 octobre 1858, in: Co凶er，副. cit., pp.262品4.
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(64) ロッシュ着任後は、日本人のなかにフランス語人材を養成しようとする動きがフランス側からでる。 1865 年
4 月に横浜フランス語伝習所が開設されたのがそれで、ロッシュはフランス本国に、教師と教材を送るよう要望
した。
(65) 条約締結後の他の外交文書と比較してみると、かろうじて条約批准のころまでは IEmpereur 皇帝J の表記が
フランス語正文に生きのこるが、はやくも 1862 年 10 月の時点から、「皇帝j 称号使用を中止(あるいは抑制)
されるとともに、「大君」称号が使用されはじめ、「エドの陛下」という苦し紛れともいえる表現さえみられる〔た






(66) こうした通訳体制の不備は、フランス外交史料館 59CPI から 59CP15 にいたる駐日外交代表の外相宛報告審
で折に触れて指摘される。
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